
 

 

 

１ 計画策定の目的 

平成１７年度の「旧安田庭園整備保存管理計画」策定から１０年が経過し、この間、東京スカイツ

リーの開業、両国公会堂跡地への刀剣博物館の設置、両国国技館の東京２０２０オリンピック・パラ

リンピック競技大会会場決定等、旧安田庭園を取り巻く社会動向や周辺環境は大きく変化してきてい

る。 

 このため、保存管理計画の目的（文化財庭園としての価値を継承し、多くの来街者が訪れるような 

観光資源としての再生を図る。）を踏襲・継承したうえで、これらの変化への対応、さらなる庭園の

魅力向上に取り組むため、「旧安田庭園中期整備計画」を策定した。 

２ 経緯 

 年 号 西 暦 庭 園 の 変 遷 

元禄４年 

（江戸時代） 
1691 

本庄因幡守宗資が心字池を配し、潮入り池泉回遊式庭園を築造した

といわれる。 

明治維新後  旧備前岡山藩主、池田章政侯爵邸となる。 

明治２４年 1891 安田善次郎氏の所有となる。 

大正１１年 1922 東京市へ寄付される。 

大正１２年 1923 関東大震災により大きな被害を受ける。 

昭和 ２年   1927 
両国公会堂（当時：本所公会堂）とあわせて、民間篤志家の寄付に

よる都内第１号の無料の公開庭園として開園される。 

昭和４２年  1967 東京都から墨田区に移管される。 

昭和４４～４６年 1969～1971 人工潮入り式の回遊庭園として大改修する。 

平成８年３月 1996 東京都の名勝指定を受ける。 

平成１６年度 2004 
墨田区観光振興プランの施策の一つとして旧安田庭園の再整備を位

置付ける。 

平成１７年度 2005 

旧安田庭園整備保存管理計画を策定する。 

墨田区基本計画の改定に伴い、郷土の伝統文化や文化財を大切にし、

将来に継承するため、旧安田庭園の再整備を「旧安田庭園再整備事

業」として施策に位置付け事業を開始する。 

平成１８～２０年度 2006～2008 

旧安田庭園整備保存管理計画に基づき短期的庭園整備を実施する。 

（心字亭の改修、外周塀の改修、潮入り再現装置の改修） 

両国公会堂の活用方策を含めた観光まちづくりの方針に沿った事業

展開を検討する。 

平成２７年３月 2015 
刀剣博物館を設置する基本協定を公益財団法人日本美術刀剣保存協

会と締結する。 

平成２７～２８年度 2015～2016 
両国公会堂解体 

中期整備計画策定 

3 基本方針 

（１） 地域に愛される文化財庭園としての整備・保護・管理 

安田善次郎氏の寄付により、一般に開放されることになった旧安田庭園を、これからも地域

の方々を中心に愛される庭園となるように、適切に整備・保護・管理をする。 

（２） 観光振興に資するための庭園施設整備と情報発信機能の充実 

「墨田区観光振興プラン」との連携を図り、旧安田庭園を歴史・文化資源の拠点の一つとし

て観光振興に資するよう、適切に整備するとともに、積極的な情報発信に努める。 

（３） 刀剣博物館をはじめとする周辺施設との連携強化 

刀剣博物館や江戸東京博物館、北斎美術館など周辺の文化・歴史・教養施設等と連携するこ

とにより、相互の施設への新たな興味・関心を誘引し、相乗効果が生まれるように取り組む。 

４ 整備内容と活用策 

（１） 文化財庭園を保存・継承していくための施設整備 

文化財庭園としての価値を高めるため、昭和初期の工事設計図など過去の図面や写真・資料

を参考に史実にもとづいた庭園施設の整備を行う。 

特に、樹木については、高度成長期の環境対策などの影響により、大幅な変化が見られるた

め、昭和初期の樹木構成資料を基本とした再現を行う。 

（２） 庭園の利便性を高める施設整備 

文化財庭園の本質的な価値を損なわないようにする必要はあるが、来園者の利便性に配慮し、

園路の一部を、車いす・ベビーカー利用者でも通行可能となるように整備する。 

また、景観に配慮したうえで来園者の利便性向上が図れる施設整備を行う。 

（３） 庭園の認知度の向上を図るための活用策 

文化財庭園として更なる魅力向上を図るため、日常管理での情景づくりや様々なイベント開

催を行う。あわせて庭園周辺の既存の文化施設との連携・ＰＲに取り組む。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

５ 計画の実施期間 

年  度 
H28 

※１ 

H29 

※２ 
H30 H31 

H32 

※３ 
H33 H34 H35 H36 H37 

中期 

整備 

計画 

第Ⅰ期 
 

         

第Ⅱ期     
 

     

※１ すみだ北斎美術館開館  ※２ 刀剣博物館開館  ※３ 東京２０２０オリンピック・パラリンピック競技大会開催 

イベント開催 

（例）納涼の夕べ 

撮影スポットとしてPR 

（例）結婚式用写真撮影 
日常管理での情景づくり 

（例）庭師は半被を着用 

旧安田庭園中期整備計画の策定について 



 

 

［整備内容例］ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                               

④（参考写真） 

                                   

 

 

 

 

                                                   『現代の公園』 

伊藤邦衛（１９７５） 

                          （建築資料研究社より） 

高水位時の景観        低水位時の景観 

［整備内容一覧表］ 
整備項目・内容 備   考 実施期間 

① 池の浄化・補修 ・池の水質浄化、溜まっている泥の除去 

・かいぼり時の石積護岸の補修 

Ⅰ期 

（２８年度） 

② 
潮入り施設の保守・点

検 

・年間を通して保守・点検を実施、ポンプ等の故

障等があれば順次改修 
Ⅰ～Ⅱ期 

③ 石積護岸の補修 
・石積みの隙間に根付いた植栽の除去 

・植栽除去時の補修 
Ⅰ期 

④ 沢飛び石・延段の整備 ・溜まっているヘドロ等の除去及び補修 Ⅰ期 

⑤ 井戸の復活 ・池水の循環 Ⅰ期 

⑥ 
石橋（太鼓橋）の塗装

剥離 

・既設塗装を剥離し、石材面を見せる。 

・石橋のすべり止め。 
Ⅰ期 

⑦ 灯籠の設置調整 ・石材の補修、設置方向の確認 など Ⅱ期 

⑧ 
新たな入口（門）の設

置 

・庭園と刀剣博物館を

結ぶ出入口を西側に

設置 
Ⅰ期 

⑨ 文化財庭園にふさわし
い植栽整備 

・昭和初期の樹木構成

への植栽整備 

 

 Ⅰ～Ⅱ期 

⑩ 

⑪ 

 

車いす・ベビーカー利

用者鑑賞ルートの整備 

園路の拡幅と新設門の

設置に伴う植栽地・園

路の撤去 

・心字池前の既存の園路を広げる。 

・園路舗装（一部）は車いす・ベビーカーが利用

可能な仕様とする。 
Ⅰ期 

⑫ 園路沿いの柵設置 ・竹柵またはロープ柵 Ⅰ期 

⑬ トイレの改築 

・バリアフリー対応 

・庭園景観を阻害しな

いデザインを検討 
Ⅰ期 

（２８年度 

 実施設計） 

⑭ 施設案内の新設・改修 

・園路回遊案内板の整備 

・案内板の多言語対応 

（英語ほか外国語対応表記や

ＱＲコードでの読み取り案内

など 

・「東京都指定名勝庭園」であ

ることを示す園名板の設置 

 

 

Ⅰ期 

⑮ 
潮入茶屋の移設または

四阿等の新設 

・新設門の利用状況や潮入茶屋の老朽状況により

築山への移設を検討する。移設が困難な場合は

四阿などの休憩施設を新設 

Ⅱ期 

⑯ 民地との境界柵改修 
・境界柵のデザイン、素材は庭園景観を阻害しな

いデザインを検討 

Ⅰ期 

（28年度～ 

29年度） 

⑰ 
境内ゾーンの利活用の

ための整備 

・イベントや体験スペースとして整備 

・旧安田庭園と都内文化財庭園の案内板の設置 
Ⅱ期 

⑱ 
庭園を観賞するための

整備 

・園路の拡幅 

・ベンチは景観に配慮したスツールへ変更 
Ⅰ期 

⑲ 
ライトアップ施設の整

備 
・夜間イベント用の照明施設の整備 Ⅰ期      


